
森 町 教 育 委 員 会 定 例 会 会 議 録 （要旨）

会 議 名 平成２８年８月森町教育委員会定例会

開 催 日 時 平成２８年８月２５日（木） １３時３０分

会 場 森町文化会館 第３研修室

出 席 委 員 委員長 井口 始
委員長職務代理者 岡本孝祥
委 員 村松加代子
委 員 鈴木眞子
教育長 比奈地敏彦

出 席 者 学校教育課 課長 西谷ひろみ 社会教育課 課長 鈴木富士男
課長補佐 古川敏勝 課長補佐 北島恵介
学校教育係長 小澤貴代美 課長補佐 杉山秀彦
庶務係長 岩井秀司 社会教育係長 藤原 崇

企画管理係長 栗田 俊助

傍 聴 者 １名

１ 開 会

委 員 長 委員の出席を確認し、開会を宣告。

２ 前回会議録の承認

委 員 長 事前に配付してある前回定例会の会議録について、質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

委 員 長 前回定例会会議録の承認を宣し、教育長の報告を求める。

３ 教育長の報告

委 員 長 ８月に開催及び出席した各種会議等について、教育長からの報告を求める。

教 育 長 １日・課長会議 (夏季休暇の過ごし方、献血運動への協力)
・磐田西小校長来庁 (静教研来賓挨拶確認)
・拡大教育協議会※ソフィアにて(磐周教育の更なる発展のために意見交換)

２日・静岡大学へ ※課長同席 (森町の学校の在り方調査依頼
武井敦史教授（教育学）と懇談)

・北海道森町友好親善訪問団帰 (帰着式挨拶（各校校長出席）)

着式
・夢づくり大学理事会 (年間計画確認、大学祭について

今後の夢づくり大学について)
３日・北海道訪問団帰町報告会 (引率者と小・中学生各１名参加)

・人権啓発推進委員会 (人権啓発事業確認と講演会)

４日・静岡大学附属浜松中職員来庁 (附属中の研修の方向性 意見交換
５日・広島平和記念式典派遣児童生徒(６年生２人中学３年生２人



出発 引率２人（泉陽中学校区）)
・静教研社会科研究大会 (代表教育長挨拶（なぎの木会館）)
・教職大学院生１学期受講報告 (旭が丘中 村松義之教諭)
・静岡大学訪問報告 ※課長同席 (武井教授との懇談内容報告)
・三役打合せ会 (採用予定者２次試験実施計画)

６日・文化講演会 (京都祇園祭蟷螂山と飯田山名神社の芸能
３部構成)

・広島平和記念式典派遣児童生徒(平和への強い思い、平和宣言の 意義：泉陽中、
帰町報告 三倉・天方小児童生徒（引率者含む６人）)

９日・校長会夏季研究大会 (来賓挨拶 静大 益川弘如氏
鳴門教育大 久我直人氏の講演会)

10日・周智高校跡地利用検討会 (払い下げ条件等意見交換)
13日・盆切り（13～15日） (盆切り宅へ)
16日・課長会議 (夏季休暇の利用 ９月議会に向けて)
22日・組織見直し打合せ (次年度以降の振り分け検討等)
25日・宮園小 村松まゆみ教諭来庁 (中央研修参加報告)

・森町教育委員会 (８月定例教育委員会)
29日・市町教育長課長等会 (28年度の各市町人事構想の情報交換)

・交通安全推進会議 (秋の交通安全運動実施計画等)
・町長と語る会（三倉地区） (首長の町運営について)

30日・中学校拠点校指導員来庁 (１学期の事業報告 久野緑子教諭)
・北海道森町児童生徒友好親善訪(感想発表会)
・問事後学習会 (自分の目で確かめた北海道森町)

31日・静岡県市町教育長研修会 (各市町の教育についての研究・協議、県教委から
浜松イーステージオフィス棟 の報告・情報提供)

・三木の会 (森町教職員に講演 １時間)

委 員 長 教育長の報告について、質疑を求める。

岡 本 委 員 大学の教授への調査依頼について、期間についての話はあったか。

教 育 長 具体的には触れていないが、事前に渡した資料を見ていただき、武井教授自身が森町の
各幼稚園及び小中学校を訪問する予定。その後、平成28年度中に武井教授が調査をまとめ
てくれるので、それを受けて29年度から「あり方の検討会（仮称）」を立ち上げて森町と
しての子供の教育環境について話し合いの場を設けるように考えている。

岡 本 委 員 広島の派遣は問題なかったか。

教 育 長 １年目は遠いところに宿泊し、２・３年目は近くなったが、もっと近い方が良いとい
う声もあった。暑さや人の流れを考慮するとともに、静岡県内でも参加が増えてきてい
る。平和について考えるという点においては、各発達段階に応じた考え方を持って帰っ
てきており、成果があった。

委 員 長 夏休みの児童生徒派遣事業について、広島平和記念式典と北海道森町親善交流とあ
り、今、広島について報告を受けた。事業の成果の発信については、この後どのように
行うか。

学校教育課長 広島については、議会からも町民全体に感想を述べる場を設けたらどうかとの意見もあ
るが、当初始めるにあたって、あまり負担をかけると学校としても指導が大変になるの
で、まずは校内で広めるようにした。校内で写真の展示に加え、小学校では始業式に感想
を発表したり、中学校では各校の文化祭や音楽発表会で発表の場を設けている。

委 員 長 広報で扱っていただければ、発信力という点では良いと思う。昨日の第９次総合計画
審議会があり、森町の良さの発信について意見があった。私は、教育委員長という立場
もあり、厳しい財政の中、このような事業で子供の成長に資しているということを発信



していける教育事業であれば、更に「住みよい森町」「住みたくなる森町」「行ってみ
たくなる森町」へのアピールにつながるのではないかと申し上げた。広島への訪問につ
いては、磐田市について新聞に大々的に出ており、報道の力もあるかと思うが、同じこ
とをやっていながら森町は発信力が不足している。せっかくやった事業なので、できる
ところで情報発信していけばと思う。

委 員 全 員 他に質疑なく承認。

４ 付議する案件
【報告事項】

委 員 長 報第20号について説明を求める。

庶 務 係 長 報第20号 町職員の臨時的任用について
社会教育課文化振興係臨時職員は、六川さんに文化財調査・発掘業務についていただく

もの。

委 員 長 以上について質疑を求める。

村 松 委 員 どのような経緯で任用となったか。

社会教育課 以前の緊急雇用でハローワークへ募集をかけて、採用した方。発掘調査となると、ある
北島課長補佐 程度の知識と経験が必要。経験者であることと、ユンボの運転資格があり、発掘調査に適

任者であり、任用となった。

岡 本 委 員 前回の任用期間は。

社会教育課 前回は半年であったが、今回は、発掘予算の中であり任用期間内で70日以内の勤務。発
北島課長補佐 掘場所は飯田城と天方城をお願いする。

委 員 長 飯田城と天方城の発掘ということだが、何か特別な意味があるのか。

社会教育課 建設課の事業で町道の拡幅工事に伴う確認調査を行う。遺跡であるかどうか、遺跡であ
北島課長補佐 る場合は、その規模・性格について、確認する調査内容となる。

委 員 全 員 他に質疑なく承認。

委 員 長 報第21号について説明を求める。

企画管理係長 報第21号 平成28年度森町文化会館吸収式冷温水発生機更新業務見積合わせ結果につ
いて
７月26日に吸収式冷温水発生機更新業務の見積合わせを行った。業者は５者、設計額

及び予定価格は1,250万円で、菱和設備株式会社浜松支店が1,180万円で落札した。工期
は８月２日から11月30日で、大ホールの北側に冷温水発生機が２台あるが、そのうち１
台を更新する。
文化会館ができてから、そのまま使用しているが、冷暖房が止まったりという不具合が

あり経年劣化もあるため見積合わせを行い、更新することとなった。

委 員 長 以上について質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

委 員 長 報第22号について説明を求める。



報第22号 平成28年度省エネ化事業森町文化会館ＬＥＤ照明設置工事入札結果につい
て
８月17日に入札を行った。予定価格は690万9千円、最低制限価格は552万7千円、業者は

６業者。落札業者は有限会社政和電気、価格は672万で落札となった。工期は８月24日か
ら10月28日。内容は、ＬＥＤの照明器具とＬＥＤ電球の設置で、エントランスロビー、研
修室、事務室、倉庫、図書館事務室の466台をＬＥＤに交換する。

委 員 長 以上について質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

委 員 長 報第23号について説明を求める。

学校教育課 報第23号 寄付採納願いについて
課長補佐 一宮幼稚園教育振興会から、演台を１台寄付したいとの申し出があったことを受け、一

宮幼稚園から寄付採納願が出され、８月10日に承認したので、報告する。

委 員 長 以上について質疑を求める。

委 員 長 寄付は毎年あるのか。

学校教育課長 単年度決裁のため、毎年ある。

委 員 長 一宮幼稚園教育振興会が活躍されて、大変ありがたいことである。

委 員 全 員 他に質疑なく承認。

委 員 長 報第24号について説明を求める。

庶 務 係 長 報第24号 平成28年度森町教育委員会自己点検・評価報告書（平成27年度分）について
教育委員会自己点検・評価については、６月の定例会において議案として提出し、表現

等のご指摘いただき、修正したものをご確認いただいた。その内容をもとに７月28日に外
部評価会を開催し、有識者の皆さんに御意見をいただいたものを、有識者の意見を報告書
の14、15頁にまとめた。さらに、16頁から教育長による総合評価を記載した。今回ご承認
をいただいたら、９月議会で議員に報告し、ホームページに掲載して町民にも公表する予
定。
有識者からの意見について説明する。
１の教育委員会の活動について、森町総合教育会議では、準備段階から町長と打合せを

行い、資料を提示しており、首長として教育に関心を持つようになった中で会議が開催さ
れていることから、情報を共有し意見交換ができている、とのご意見をいただいた。
また、園児や児童数の減少に伴う学校規模の適正化については、総合教育会議でも提示

し、最重要課題として共通認識を持っているが、閉鎖的な点が出ないように、町全体でど
うすれば良いかを町当局と連携して検討していただきたい、とのこと。
次に２の教育委員会が管理・執行する事務について、教務主任の研修費用の一部を町で

負担しているが、人材を大切にしたものとの評価であった。この取り組みは、森町の教育
の魅力としてアピールし、充実を希望するご意見があった。
次に３の教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務のうち、(1)学校教育に関す

ることについてを説明する。
幼稚園教育では、他の園との交流教育を更に充実し、人との交流を図っていただきた

い、という意見が出た。
小学校・中学校教育については、何があるか分からない物騒な世の中であり、集団下校

が必要となっている状況において、放課後見守り隊のステッカーを貼ってくれる方の募集
をしたらどうか、というご意見をいただいた。
(2)の社会教育に関することについては、町に潜在する重要な文化財を保護しながら、

遠州の小京都を打ち出す取り組みを希望するご意見があった。



(5)の「スポーツの振興及び普及」の３行目以降のロードレース大会について と「社会
体育団体の支援、育成」の４行目以降を入れ替えた方が良く、この場合の「スポーツの振
興と普及」の評価については、体育館ができて更に充実して欲しいという意味でＢになる
のではないか、とのご意見をいただいた。また、「社会体育施設の充実と活用」では、町
営グランドや学校の体育館やグランドについても、言及していただきたい、とのご意見も
あった。
(6)図書館の「利用者への奉仕活動業務の充実」として行っている、テーマに関連した

本を図書館で揃えるサービスが、学校の授業を行ううえで役に立っているとのことであっ
た。
約１時間半にわたって有識者の皆さんから御意見をいただいた内容を報告をした。
16ページからの総合評価については、教育長から説明する。

教 育 長 １年間のまとめとして総合的に評価をした。地方教育行政法が改正され、いろいろな動
きがあった中で、外部評価も踏まえ、きちんとやっているので、過信することなく進めて
いただければという評価をいただいた。「遠くを見詰めて、足元を固める」という姿勢を
大切にして、どうあるべきかという視点とともに、今の実態を大事にしながら、地に付い
た教育ができればということで総合的に評価した。
１の教育委員会の活動の目玉は、総合教育会議であり、実のある会議ができた。学校訪

問で教育委員の皆さんに教育現場を確かめていただき、うれしいという評価をいただい
た。
２の教育委員会が管理・執行する事務では、規模適正化について主体的な検討を大事に

して、学校が仲立ちしながら地域の声、保護者の声を拾っていくということから始めてき
た。教育委員会でも協議会で議題として提案し、情報交換を密にしていった。小規模校だ
けの問題ではなく、森町全体としてどうあるべきかという視点を持って、調査をして前に
進めて行ければと思う。基本的な姿勢として、合意形成を図り、教育行政側だけが走るこ
となく、皆が納得できる方向で進めたい。
３の教育長に委任する事務については、月１回の園長校長会義等において、教育長とし

ての指示事項として指示や依頼をしてきた。首長と風通しの良い関係の中で、町政と教育
行政とタイアップしながら、子供たちの教育及び町民の生涯教育について、森町らしい地
に付いた教育行政ができればと思っている。

委 員 長 以上について質疑を求める。

委 員 長 有識者の意見の反映は、どのようにするのか。

学校教育課長 評価そのものは、委員の皆さんが確認して、承認いただいているものであり、意見を受
けて評価の内容を変更するものではない。いただいた意見は意見として載せ、今後につな
げることとなる。

委 員 長 今年度内において、直ちに変更等が必要なものではないか。

学校教育課長 評価については、ここまでやっているのだからＢではなくＡで良いのではといったもの
で、すぐに変更しなければならないという意見ではなかった。

委 員 長 具体的な指摘があった。教育委員会が管理・執行する事務では、充実する方策を検討
して欲しいとか、教育長に委任する事務では、放課後見守り隊のステッカーを貼ってく
れる方の募集等、具体的な内容があり、何れかの場で検討する内容かと思う。

岡 本 委 員 見守り隊のステッカーは、どこが管轄となるのか。

社会教育課長 社会教育課が所管の事務となる。シニアクラブを中心に募集をかけ、ステッカーを車に
貼って町内を巡回する見守り活動と防犯対策、帽子を着用して街頭に立って見守り活動を
行っていただいている。毎年１回は、町内一斉見守り活動の日として、夏休み前の登校と
下校の時間に見守り活動をしていただいている。随時申し込みはあるが、高齢化により、
登録はあるが活動できない方も増えてきて、人数は減っている。今後、シニアだけでなく



成人に向けて募集をかけることも考えている。

村 松 委 員 前回は、いつ募集したのか。

社会教育課長 発足時、７・８年前に募集した。

村 松 委 員 子供１１０番の家とは違うのか。

社会教育課長 子供１１０番の家とは違う。

委 員 長 このようなことは、学校の対応に係ってくるのではないか。

村 松 委 員 袋井市で緑のビブスを着ている方は、時々見かける。

社会教育課長 見守り隊の人数は、毎年調べているが、500人程度いるが、活動できなくなった方も含
まれている。

委 員 長 過去の実績も検討材料に入れながら、再募集すれば良いと思う。

岡 本 委 員 評価ではなく、要望となってきている。これをホームページに掲載したときに、要望
に対する回答をあわせて載せるのも一つの方法だと思う。教育長が答えている部分もあ
るが、批評に対しての経過報告という形はどうか。

学校教育課長 批判や要望に対する回答という形ではなく、やるのであれば、総合評価の中で回答して
いった方が良いと思われる。

委 員 長 この有識者の意見の文章は、誰が作成したのか。

学校教育課長 庶務係長が作成し、有識者の皆さんに戻して確認いただいている。

委 員 長 出てきた意見をこちらで作成しているということか。

岡 本 委 員 言葉だと要望や質問の方が多くなると思われる。

委 員 長 今後、このあたりも工夫したらどうか。

委 員 全 員 他に質疑なく承認。

５ 連絡事項

委 員 長 連絡事項について、説明を求める。

庶 務 係 長 次回８月の定例会は、９月27日〈火）午後１時30分から第３研修室で開催とする。

６ 閉 会

委 員 長 以上で本日の日程を終了し、閉会とする。
１４時２０分閉会
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